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多摩同胞会のホームページでは、
ブログを毎日更新しています。
http://www.tama-dhk.or.jp/
をぜひご覧下さい！

・100号記念特集
　（季刊しんあいのあゆみ）

・法人創立70周年記念事業

・施設だより
　「トリにちなんだお話」
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泉苑
・特別養護老人ホーム信愛泉苑
・高齢者在宅サービスセンター

泉苑ケアセンター
緑苑
・養護老人ホーム信愛寮
・特別養護老人ホーム信愛緑苑
あさひ苑
・府中市立特別養護老人ホームあさひ苑
・府中市立あさひ苑

高齢者在宅サービスセンター

神田事業所
・特別養護老人ホームかんだ連雀
・かんだ連雀高齢者
　　　　　　　在宅サービスセンター
・千代田区立岩本町ほほえみプラザ
・千代田区立かがやきプラザ
　　　　　　　　　　　相談センター
児童福祉
・子ども家庭支援センターしらとり
・母子生活支援施設白鳥寮
・母子生活支援施設網代ホームきずな
・府中市子ども家庭支援センターたっち

『感謝のつどい』では、おひとりおひとりに職員から感謝のカードをお渡ししました。
（2016 年 10 月 28 日　ルミエール府中）

法人創立 70 周年
これからもどうぞよろしくお願いします

法人創立 70 周年
これからもどうぞよろしくお願いします



第１号

第２号

第３号

第４号

第５号

第６号

第７号

第８号

第９号

第 10号

第 11号

第 12号

第 13号

第 14号

第 15号

第 16号

第 17号

第 18号

第 19号

沖
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原
田
正
二
氏
寄
稿

黒
田
輝
政
氏
寄
稿

小
笠
原
祐
次
氏
寄
稿

ど
う
な
る
老
人
ホ
ー
ム

座
談
会
老
人
ホ
ー
ム
と
家
族

元
号
が
平
成
に

老
人
ホ
ー
ム
の
食
事

老
人
ホ
ー
ム
の
部
屋
の
様
子

老
人
ホ
ー
ム
の
お
金
の
使
い
方

老
人
ホ
ー
ム
の
日
々
の
く
ら
し

中
城
理
事
長

名
誉
都
民
・
名
誉
市
民

　創刊34年が経ち、くしくも 70周年の年に今号100号を発行することができました。季刊しんあいの発行目的とその後
の経緯は、法人50年史（平成8年発行）で現理事長が執筆していますので、抜粋して紹介いたします。モノクロだった紙
面は、平成13年第42号からカラー刷りとなりました。手書きの原稿は、パソコンで作成し、写真はスマホで撮影したりと、
年4回発行が比較的スムーズにできるようになりました。
　現在、7代目の編集長ですが、編集委員から数えてかれこれ20年以上法人の広報を担当しています。誤植でお詫びに伺っ
たりした失敗もありますが、励ましのおたよりも沢山いただき支えてもらいました。季刊しんあいの発行の目的を忘れず
に今後も、地域に向けて法人の活動を発信していきたいと考えています。� （編集長　上野廣美）

１号～99号を
表紙でふりかえる

季刊しんあい100 号（平成28年 12 月 20 日発行）
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施設への理解を深めるために昭和５７年『季刊しんあい』創刊

　
　

入
所
の
不
安
を
な
く
す
た
め
に

　
　
　
　

も
っ
と
施
設
の

　
　
　
　
　
　

本
当
の
姿
を
知
っ
て
ほ
し
い

　

昭
和
56
年
、
新
宿
区
の
相
談
員
が
20
数
名
信
愛
寮
に
見
学
に

来
ら
れ
た
。
相
談
員
に
よ
る
と
、
区
内
の
一
人
暮
ら
し
の
老
人

た
ち
に
は
衣
食
住
が
十
分
で
な
い
人
も
多
く
、
ア
パ
ー
ト
に
暮

ら
し
て
い
て
も
火
の
心
配
、
食
事
の
心
配
が
尽
き
な
い
の
で
、

老
人
ホ
ー
ム
を
勧
め
る
が
、「
死
ん
で
も
老
人
ホ
ー
ム
に
は
行
き

た
く
な
い
」
と
拒
否
さ
れ
る
。
そ
れ
を
説
得
す
る
た
め
に
ぜ
ひ

実
情
を
見
せ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

入
所
の
不
安
を
な
く
す
た
め
に
は
、
ま
ず
ホ
ー
ム
で
の
生
活

の
中
身
を
具
体
的
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
は
な
い
か
、
そ
の

こ
と
で
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
偏
見
を
な
く
す
こ
と
も
で
き
る
の
で

は
な
い
か
、
と
の
思
い
が
『
季
刊
し
ん
あ
い
』の
発
行
に
つ
な

が
っ
た
。
そ
れ
以
前
に
も『
信
愛
だ
よ
り
』
と
い
う
、
入
所
者
や

家
族
の
方
に
向
け
た
お
知
ら
せ
版
を
発
行
し
て
い
た
こ
と
が
あ

っ
た
（
昭
和
42
年
創
刊
）
が
、
今
回
は
明
確
な
発
行
目
的
を
持

っ
て
、
東
京
都
の
地
域
交
流
事
業
の
補
助
金
を
受
け
て
発
行
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　

多
く
の
人
々
に
支
え
ら
れ

　
　
　
　

多
数
の
励
ま
し
の

　
　
　
　
　
　

お
便
り
に
感
激

　
『
季
刊
し
ん
あ
い
』
は
、「
自
分
が
外
の
人
間
だ
っ
た
ら
何
が

知
り
た
い
だ
ろ
う
か
？
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
に
立
つ
こ
と
を
基

本
姿
勢
に
、
各
職
種
か
ら
構
成
さ
れ
た
８
名
の
編
集
部
員
に
よ

っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
印
刷
を
お
願
い
し
た
の
は
、「
あ
か
つ
き

コ
ロ
ニ
ー
」
と
い
う
身
障
者
授
産
施
設
だ
っ
た
。
担
当
の
金
井

さ
ん
の
案
内
で
見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
脊
髄

損
傷
で
車
椅
子
を
使
っ
て
い
る
人
や
、
結
核
に
よ
る
内
部
障
害

を
も
つ
人
た
ち
が
製
版
作
業
を
受
け
持
っ
て
い
た
。『
季
刊
し
ん

あ
い
』
は
こ
う
い
っ
た
人
た
ち
の
協
力
に
も
支
え
ら
れ
て
い
た
。

　

発
行
予
定
日
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
が
、
当
初
一
、〇
〇
〇
部
の

予
定
を
一
、五
〇
〇
部
に
し
て
、
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
４
頁
の
創
刊
号

を
、
昭
和
57
年
７
月
20
日
、
や
っ
と
世
に
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

ホ
ー
ム
利
用
者
、職
員
を
は
じ
め
、町
内
会
、市
内
老
人
ク
ラ
ブ
、

民
生
委
員
、
関
係
官
庁
、
関
係
施
設
、
バ
ザ
ー
協
力
者
、
利
用

者
家
族
、
市
内
の
要
介
護
老
人
家
庭
、
市
会
議
員
等
々
広
範
囲

に
配
布
し
た
と
こ
ろ
、
感
想
や
励
ま
し
の
お
便
り
が
た
く
さ
ん

寄
せ
ら
れ
、
編
集
者
一
同
感
激
し
た
。
ま
た
、
こ
の
新
聞
を
き

っ
か
け
に
交
流
が
回
復
し
た
家
族
も
あ
り
、
刊
行
の
意
義
を
改

め
て
噛
み
し
め
た
も
の
だ
っ
た
。

　

以
後
、
編
集
委
員
が
本
来
の
仕
事
に
追
わ
れ
た
り
し
て
４
回

の
予
定
が
３
回
に
な
っ
た
り
、
と
き
に
中
断
し
た
り
し
な
が
ら

も
、
平
成
３
年
ま
で
通
算
23
号
の
『
季
刊
し
ん
あ
い
』
が
発
行

さ
れ
た
。

　

初
代
編
集
長　

鈴
木　

恂
子

　

２
代
目
編
集
長　

平
野　

吾
一

　

３
代
目
編
集
長　

新
居　

千
秋

　

４
代
目
編
集
長　

竜
子
大
二
朗

　
「
バ
ザ
ー
感
謝
号
」
で
は
、
写
真
入
り
で
バ
ザ
ー
の
光
景
を
紹

介
し
、
決
算
報
告
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
寄
付
や
協
力
を
寄

せ
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
の
お
名
前
を
紙
上
で
公
表
し
、

感
謝
の
念
を
表
し
た
。
１
号
も
発
行
で
き
ず
、「
バ
ザ
ー
感
謝
号
」

だ
け
で
終
わ
っ
た
年
も
あ
っ
た
。

　
　

２
年
間
の
休
刊

　
　
　
　

天
皇
皇
后
両
陛
下
ご
来
訪
特
集
で

　
　
　
　
　
　

平
成
６
年
に
再
開

　

平
成
４
～
５
年
の
２
年
間
は
、
泉
苑
の
大
改
修
工
事
か
ら
あ

さ
ひ
苑
の
開
設
に
追
わ
れ
て
休
刊
の
や
む
な
き
に
至
っ
た
が
、

平
成
６
年
か
ら
、
５
代
目
安
田
陸
男
編
集
長
（
あ
さ
ひ
苑
副
施

設
長
）
の
も
と
に
再
開
し
、
編
集
委
員
も
各
施
設
か
ら
１
～
２

名
ず
つ
新
し
く
編
成
さ
れ
た
。
復
刊
第
１
号
は
、
天
皇
皇
后
両

陛
下
を
お
迎
え
し
た
日
（
９
月
12
日
）
の
大
特
集
！
お
二
人
の

お
写
真
満
載
の
紙
面
に
、
お
年
寄
り
た
ち
は
あ
の
日
の
感
激
を

新
た
に
し
た
。

　

再
開
さ
れ
た
『
し
ん
あ
い
』
は
、
頁
数
も
10
頁
、
12
頁
と
増

え
、
座
談
会
も
５
頁
と
充
実
し
た
も
の
に
な
っ
た
。
平
成
７
年

２
月
発
行
の
25
号
は
、
海
外
研
修
職
員
に
よ
っ
て
北
欧
の
老
人

ケ
ア
の
実
態
が
紹
介
さ
れ
、
恵
ま
れ
た
ス
ペ
ー
ス
や
環
境
に
関

心
し
た
り
、
介
護
の
違
い
に
つ
い
て
考
え
た
り
す
る
き
っ
か
け

を
提
供
し
た
。
部
数
も
増
え
（
復
刊
第
１
号
は
三
、五
〇
〇
部
）、

初
期
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い

る
『
季
刊
し
ん
あ
い
』
を
、
末
永
く
ご
愛
読
い
た
だ
き
た
い
と

願
っ
て
い
る
。�

〈
鈴
木
恂
子
〉

施設の動き
昭和 57年
４月 18日
○法人墓地を設置（八王子市上川町 1520 番地上川霊園１区１番）

７月 16日
○信愛寮Ａ棟非常階段増築　登記終了（面積 678.42㎡）

11 月 13日
○バザー 10 回目（10：00 ～ 15：30　5,328 名）参加
　寄贈件数 651 件　ボランティア 205 名　収益金 759 万 8,456 円）

同年度
○家族・地域の方に老人ホームを知ってもらうために「季刊しんあい」創刊　年４回発行
○信愛泉苑、夜勤職員２名から３名へ
○信愛泉苑職員数　53 名
○信愛寮職員数　25 名
○しんあい工房の活動開始
○東京都網代母子寮、作業場兼集会室の新装改築工事完了
○東京都網代母子寮・白鳥寮、少年指導員 1名増配置される

福祉の動き
昭和 57年
４月
○「母子福祉法の一部を改正する法律」施行
寡婦も母子家庭に準じた取り扱いに
○厚生省、「要介護在宅老人家庭への有料家庭奉仕員事業要綱」を都道府県に通知
５月
○「軽費老人ホームの設備及び運営」（本人からの事務費徴収額、特別運営費）について通知
７月
○ウィーンにて初の国連高齢者問題世界会議開幕
○厚生省児童家庭局長、「無認可保育施設に対する指導監督の実施について」通知
９月
○厚生省、「老人保健部」設置
10 月
○厚生省、「国民医療費適正化総合対策推進本部」設置
○厚生省、家庭奉仕員派遣事業の対象拡大と費用徴収制度の導入を検討
○厚生省、「父子家庭介護人派遣事業実施」を通知
昭和 58年
２月
○「老人保健法」施行（1973 年以来無料だった 70 歳以上の医療を一部有料化）
○厚生省、老人精神衛生相談事業を 47 都道府県に各１か所ずつの保健所で発足

………………『季刊しんあい』創刊の年 1982年（昭和57年）はこんな時代でした。………………

昭和57年 7月20日発行

昭和57年10月20日発行

昭和58年 1月20日発行

昭和58年 4月20日発行

昭和58年10月20日発行

昭和59年 1月20日発行

昭和59年 4月20日発行

昭和59年 7月20日発行

昭和58年 7月20日発行

昭和60年 1月20日発行

昭和60年 6月20日発行

昭和61年10月20日発行

昭和62年11月20日発行

昭和59年10月20日発行

平成元年 12月10日発行

平成 2 年 3月15日発行

平成 2 年 9月15日発行

平成 2年 12月15日発行

平成元年 10月10日発行



第 40号

第 41号

第 42号

第 43号

第 44号

第 45号

第 46号

第 47号

第 48号

第 49号

第 50号

第 51号

第 52号

第 53号

第 54号

第 55号

第 56号

第 57号

第 58号

第 59号

第 20号

第 21号

第 22号

第 23号

第 24号

第 25号

第 26号

第 27号

第 28号

第 29号

第 30号

第 31号

第 32号

第 33号

第 34号

第 35号

第 36号

第 37号

第 38号

第 39号

中
城
理
事
長
を
偲
ぶ

坂
本
巌
理
事
長
就
任

か
ん
だ
連
雀
オ
ー
プ
ン

復
刊
・
天
皇
皇
后
両
陛
下
御
幸
啓

防
災
特
集

21
世
紀
を
迎
え
て

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

韓
国
交
換
研
修
開
始

紙
面
が
カ
ラ
ー
に

施
設
だ
よ
り
開
始

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
交
換
研
修
開
始

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
研
修
生
を
迎
え
て

介
護
保
険
を
考
え
る
シ
リ
ー
ズ
開
始

北
欧
の
老
人
ケ
ア
を
視
察

緑
苑
移
転
10
年
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岩
本
町
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

オ
ー
プ
ン

平成 3年 3月15日発行

平成 3年 8月10日発行

平成 4 年 1月1日発行

平成 4 年 12月1日発行

平成 6 年 11月1日発行

平成 7年 2月10日発行

平成 7年 5月10日発行

平成 7年 8月10日発行

平成 7年 11月10日発行

平成 8 年 2月10日発行

平成 8年 5月20日発行

平成 8 年 8月10日発行

平成 8年 11月20日発行

平成 9年 2月20日発行

平成 9年 5月20日発行

平成 9年 9月20日発行

平成 9年 12月20日発行

平成10年 3月20日発行

平成10年 7月10日発行

平成10年11月20日発行

平成11年 9月20日発行

平成 12 年 3月1日発行

平成12年 9月22日発行

平成12年12月10日発行

平成13年 7月10日発行

平成13年10月20日発行

平成14年 2月20日発行

平成14年 5月20日発行

平成14年 7月20日発行

平成14年12月20日発行

平成15年 4月20日発行

平成 15 年 8月1日発行

平成15年 12月1日発行

平成 16年 3月31日発行

平成 16 年 8月5日発行

平成16年 11月5日発行

平成17年 3月20日発行

平成17年 7月20日発行

平成17年11月20日発行

平成18年 3月20日発行



第 80号

第 81号

第 82号

第 83号

第 84号

第 85号

第 86号

第 87号

第 88号

第 89号

第 90号

第 91号

第 92号

第 93号

第 94号

第 95号

第 96号

第 97号

第 98号

第 99号

第 60号

第 61号

第 62号

第 63号

第 64号

第 65号

第 66号

第 67号

第 68号

第 69号

第 70号

第 71号

第 72号

第 73号

第 74号

第 75号

第 76号

第 77号

第 78号

第 79号

緑
苑
増
築
棟
完
成

鈴
木
恂
子
理
事
長
就
任

高
齢
者
住
宅
う
ら
ら
多
磨

オ
ー
プ
ン

し
ら
と
り
学
習
サ
ポ
ー
ト
サ
ロ
ン

あ
さ
ひ
苑
20
周
年

開
講
安
心
シ
ニ
ア
塾

新
・
介
護
保
険
を
考
え
る

連
載
開
始

東
日
本
大
震
災

そ
の
時
わ
た
し
た
ち
は

か
が
や
き
プ
ラ
ザ

相
談
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

法
人
創
立
60
周
年

季刊しんあい100 号（平成28年 12 月 20 日発行）
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平成 18 年 8月5日発行

平成18年11月15日発行

平成19年 2月15日発行

平成19年 7月15日発行

平成19年10月15日発行

平成20年 2月15日発行

平成 20 年 8月5日発行

平成20年 10月5日発行

平成 21年 1月5日発行

平成 21年 5月5日発行

平成 21 年 9月5日発行

平成21年 11月5日発行

平成 22 年 2月5日発行

平成 22 年 5月5日発行

平成22年 8月25日発行

平成 22年 11月5日発行

平成 23 年 2月5日発行

平成 23 年 5月5日発行

平成23年 5月31日発行
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平成23年 11月5日発行
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平成24年 5月10日発行
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平成 24年 11月5日発行

平成25年 2月10日発行

平成25年 5月25日発行

平成 25 年 8月5日発行

平成25年 11月5日発行

平成 26 年 2月5日発行

平成26年 5月25日発行

平成 26 年 8月5日発行

平成26年 11月5日発行

平成 27 年 2月5日発行

平成 27 年 5月5日発行

平成 27 年 8月5日発行

平成27年 11月5日発行

平成 28 年 2月5日発行

平成 28 年 5月5日発行

平成 28 年 8月5日発行
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千
代
田
区
石
川
区
長
様
よ
り

お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た

府
中
市
高
野
市
長
様
よ
り

お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た

　

平
成
28
年
10
月
28
日
金
曜
日
に
、
ル
ミ
エ
ー
ル
府
中
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
飛
鳥
に
て
「
法
人
創
立
70
周
年
感
謝
の
つ
ど

い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
寒
空
の
中
、
小
雨
の
降
る
あ
い
に
く
の
お
天
気
で
し

た
が
、
各
施
設
で
活
躍
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
民
生
委
員
の
皆

さ
ま
、
地
域
の
方
々
約
180
名
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
い
た
だ
い
た
お
一
人
お
一
人
に
は
、
職
員
が
心
を
込
め

て
書
い
た
感
謝
の
カ
ー
ド
を
手
渡
し
、
日
頃
な
か
な
か
表
せ
な

い
感
謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
受
け
取
る
と

す
ぐ
に
開
い
て
目
を
通
さ
れ
て
い
て
、互
い
に
見
せ
合
っ
た
り
、

職
員
と
の
話
に
も
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

　

会
の
最
後
に
は
、
各
施
設
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
ス
ラ
イ

ド
映
像
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
映
像
の
説
明
を
担

当
す
る
職
員
は
、大
勢
の
方
々
を
前
に
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、

皆
さ
ま
の
暖
か
い
拍
手
と
笑
顔
に
支
え
ら
れ
、
大
役
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

お
見
送
り
の
際
、「
参
加
し
て
と
て
も
良
か
っ
た
。」「
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
。
あ
り
が
と
う
。」
と
、

暖
か
い
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
笑
顔
で
帰
っ
て

い
か
れ
た
こ
と
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
職
員
と
地
域
の

方
々
と
の
繋
が
り
、
法
人
と
地
域
と
の
強
い
絆
を
感
じ
ら

れ
る
、
心
温
ま
る
会
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

法
人
創
立
70
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
の
も
、
地
域
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
、
ご
支
援
あ
っ
て

の
こ
と
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
る
施

設
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す

努
力
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
た
っ
ち　
星
野
幸
子
）

　
地
域
で
つ
な
が
る

　
　
　
～
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
～

　

平
成
28
年
11
月
17
日
木
曜
日
に
ル
ミ
エ
ー
ル
府
中
に
て

「
法
人
創
立
70
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
行
政
の
関
係
者
や
地
域
の
方
々
約
120
名
の
参
加
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
地
域
で
つ
な
が
る
～
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
」
と
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ス

ト
は
府
中
市
、
府
中
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
児
童
民
生
委

員
、
地
域
活
動
し
て
い
る
住
民
の
方
な
ど
幅
広
い
メ
ン
バ
ー

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

発
表
し
た
二
事
例
は
児
童
、
高
齢
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
か

ら
で
、
共
通
し
て
い
た
こ
と
は
「
地
域
で
支
え
合
う
こ
と

の
大
切
さ
」
で
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
「
住
ん
で
い
る
地
域
で
高
齢
者

が
多
く
、
ど
の
よ
う
な
事
が
必
要
な
の
か
勉
強
に
な
っ
た
」

「
私
も
地
域
の
役
に
立
ち
た
い
の
で
、
何
か
に
参
加
し
た
い

と
思
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

私
も
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
と
し
て

日
々
地
域
を
廻
っ
て
い
ま
す
が
、
独
居
高
齢
者
の

社
会
的
孤
立
を
ど
う
防
ぐ
の
か
、
ま
た
ど
の

よ
う
に
地
域
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な

ぐ
か
を
考
え
る
良
い
機
会
に
な
り
ま

し
た
。

（
府
中
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
泉
苑　

岩
渕
研
哉
）

平
成
28
年
度
11
月

24
日
木
曜
日
、
記
録

的
な
寒
波
の
影
響
で
都

内
で
も
初
雪
が
観
測
さ
れ
る

ほ
ど
寒
さ
の
厳
し
い
日
と
な
り

ま
し
た
。

岩
本
町
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
区
民
ホ
ー

ル
で
は
、
か
ん
だ
連
雀
、
岩
本
町
ほ
ほ

え
み
プ
ラ
ザ
の
２
施
設
で
活
動
を
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
を
お
招
き

し
、感
謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え
す
る
「
感
謝
の
集
い
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

日
頃
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
ス
ラ
イ
ド
映
像
で
紹
介

し
て
い
る
と
、「
い
ろ
い
ろ
な
活
動
が
あ
る
ね
」「
こ
れ
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
だ
っ
た
の
」
と
、
参
加
者
の
み
な
さ
ま
も
興

味
深
く
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

同
じ
場
所
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
て
も
、
活
動
す

る
時
間
帯
が
違
っ
た
り
、
担
当
す
る
部
署
が
違
え
ば
お
互
い
が

ど
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
の
か
、
知
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ま
が
、
お
互
い
の

活
動
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
り
、
共
通
の
ご
利
用
者
の
話
題
で

盛
り
上
が
っ
た
り
と
、
と
て
も
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

食
事
の
準
備
や
洗
い
物
、
余
暇
活
動
の
お
手
伝
い
な
ど
、
職

員
の
手
が
回
ら
な
い
こ
と
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ま
が
補
っ

て
く
だ
さ
い
ま
す
。ご
利
用
者
が
よ
り
良
い
生
活
を
送
る
た
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ま
の
活
躍
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

法
人
設
立
70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
多
摩
同
胞
会
が
神
田

で
事
業
を
始
め
て
ま
だ
、
16
年
。
法
人
と
神
田
で
の
歴
史
を
重

ね
て
い
け
る
よ
う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
を
は
じ
め
、
地
域

の
方
々
に
い
つ
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
こ
と
が
大
切
だ

と
改
め
て
気
づ
き
ま
し
た
。

（
岩
本
町
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ　

木
村　

優
佳
）

神
田
の
福
祉

～
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
た
め
に
　

地
域
包
括
ケ
ア
を
考
え
る
～

平
成
28
年
11
月
19
日
土
曜
日
、
岩

本
町
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
多
目
的

ホ
ー
ル
に
て
、「
法
人
創
立
70
周
年
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

雨
が
降
り
、
肌
寒
い
悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

約
80
名
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

岩
本
町
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
坂
本
館
長
の
開
会
の
挨
拶
の

後
、
千
代
田
区
長
石
川
雅
己
様
、
千
代
田
区
議
会
議
長
戸

張
孝
次
郎
様
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
鈴
木
理

事
長
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
主
旨
説
明
を
し
た
後
、
小
笠
原

理
事
の
司
会
進
行
に
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
始
。
職
員
よ
り

２
つ
の
事
例
報
告
を
し
、
そ
の
事
例
を
踏
ま
え
、
シ
ン
ポ

ジ
ス
ト
か
ら
ご
家
族
の
立
場
で
の
介
護
体
験
、
区
民
と
し

て
の
地
域
に
つ
い
て
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
関
わ
り
、

千
代
田
区
役
所
と
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
の
取
組
み
な

ど
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
ご
発
言
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
皆
様
よ
り
た
く
さ
ん
の
ご
発
言
を
い

た
だ
き
、
予
定
の
時
刻
よ
り
少
し
超
過
し
て
の
終
了
と
な

り
ま
し
た
。

　

千
代
田
区
で
16
年
間
、
法
人
の
活
動
が
少
し
認
め
ら
れ

た
の
だ
と
感
じ
、
今
後
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
出
た
ご
意
見

等
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
神
田
で
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
よ
う
な
仕
組
み
作
り
を
、
法
人
と
し
て
し
っ
か
り
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
か
が
や
き
プ
ラ
ザ　
　

長
峰
茂
子
）

法人創立 70周年　
記念 事業

昭和21年12月に多摩同胞会は財 団法人として認可されました。それ

から70年、「家族を支援する」と いう信念のもと歩んできました。

ご支援下さったたくさんの方々 に感謝し、これからも地域福祉の

向上に努めてまいります。70 年を記念し、府中、神田で取り

組んだ事業をご報告しま す。

感謝の
神田地区

シンポ
神田地区

つどい
府中地区
きずな

ジウム
府中地区
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来
年
の
干
支
「
酉
」
に
ち
な
ん
で
、

各
施
設
か
ら
「
酉
、
鳥
、
取
り
」
の

お
話
を
お
届
け
し
ま
す
。

 

ト
リ
に
ち
な
ん
だ
お
話

しらとり

きずな緑 苑

たっち

　

今
年
も
緑
苑
で
は
敬
老
の
お
祝
い
の
時
に
、
紅
白
の
折
鶴
と
一
緒
に
、
賀
寿
者
の
皆
様

の
お
名
前
を
掲
示
し
、
104
歳
の
方
を
筆
頭
に
、
皆
様
の
ご
長
寿
を
お
祝
い
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
来
年
も
ま
た
皆
平
等
に
歳
を
重
ね
て
い
き
ま
す
が
、
来
年
の
干
支
は
、「
丁

酉
（
ひ
の
と
と
り
・
て
い
ゆ
う
）」
と
い
う
事
で
、
人
生
の
大
先
輩
の
皆
様
と
、
関
わ
り

を
持
た
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
緑
苑
職
員
の
な
か
で
も
、
男
性
4
名
、
女
性
6
名
の
計
10
名

が
酉
年
で
年
男
、
年
女
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
中
で
も
来
年
還
暦
を
迎
え
る
永
年
勤
務
の
職

員
が
3
名
も
い
ま
す
。

　

ご
長
寿
の
皆
様
に
長
生
き
の
秘
訣
を
伺
う
と
、「
成
る
よ
う
に
な
る
、気
兼
ね
し
な
い
で
」

と
笑
顔
で
答
え
ま
す
。
ま
た
還
暦
を
迎
え
る
職
員
に
永
年
勤
務
の
秘
訣
を
た
ず
ね
る
と
、

「
ご
く
自
然
に
勤
め
る
こ
と
」
と
の
返
事
。

ど
ち
ら
の
答
え
も
、“
あ
ま
り
肩
肘
張
ら
な

い
で
い
け
ば
い
い
の
よ
”
と
、
言
わ
れ
て

い
る
よ
う
で
、
ほ
っ
と
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、緑
苑
の
ご
利
用
者
の
方
々

や
地
域
の
方
々
、
人
生
の
先
輩
方
と
の
関

わ
り
を
持
つ
な
か
で
、
自
分
達
も
、
鳥
の

よ
う
に
羽
ば
た
い
て
い
け
る
よ
う
“
あ
ま

り
肩
肘
張
ら
な
い
で
”
背
中
を
追
い
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
員

（
社
会
福
祉
士
）　

田
口　

宏
樹

私
も
羽
ば
た
き
ま
す
！

　

お
正
月
の
も
の
に
は
「
昆
布
→
よ
ろ
こ
（
ん
）
ぶ
」
と
縁
起
を
担
い
だ
意
味
が
い
ろ
い

ろ
あ
る
よ
う
に
、
干
支
の
動
物
達
に
も
そ
れ
ぞ
れ
意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。
来
年
の
干
支

で
あ
る
「
酉
」
は
、
人
に
時
を
報
せ
る
動
物
で
、“
と
り
こ
む
”
と
い
う
こ
と
か
ら
商
売

に
は
縁
起
が
よ
い
と
さ
れ
て
お
り
、「
親
切
で
世
話
好
き
」
の
意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

さ
て
、
た
っ
ち
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
保
育
で
見
ら
れ
る
“
と
り
”
は
“
と
り
合
い
っ
こ
”

で
す
。
満
１
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
来
室
し
、
異
年
齢
の
関
わ
り
の

中
で
小
さ
い
お
友
達
は
年
上
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
か
ら
刺
激
を
受
け
た
り
、
大
き
い
お

友
達
は
年
下
の
お
友
達
に
優
し
く
関
わ
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
感
じ
人
間
関
係
を

学
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も
同
士
の
と
り
合
い
っ
こ
は
可
愛
ら
し
い
も
の
で
す
が
、
自
分
の

感
情
を
表
現
す
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
な
の
で
、
我
慢
せ
ず
に
存
分
に
主
張
が
で

き
る
よ
う
に
安
全
な
範
囲
で
見
守
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
納
得
し
た
と
こ
ろ
で
、「
ご
め

ん
ね
」「
ど
う
ぞ
」
の
仲
直
り
。
小
さ
い
な
が
ら
も
よ
く
な
か
っ
た
な
と
感
じ
て
い
る
姿

は
と
て
も
愛
お
し
く
、
大
人
の
世
界
で
も
こ
の
よ
う
に
素
直
で
い
ら
れ
た
ら
よ
い
の
に
な

と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ぁ
、
も
う
す
ぐ
新
し
い
年
の
始
ま
り
で

す
。
来
年
こ
そ
酉
の
意
味
の
よ
う
に
人
に
親
切

で
あ
り
、
子
ど
も
の
姿
に
学
ん
で
素
直
な
人
間

で
い
ら
れ
ま
す
よ
う
に･･･

。

　
　
　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
保
育

（
保
育
士
）　

齋
藤　

絵
里

“
と
り
”
合
い
っ
こ

　

来
年
は
酉
年
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
が
、
き
ず
な
の
学
童
に
は
年
男
も
年
女
も
い
な
い

の
が
残
念
で
す
。
酉
年
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
調
べ
て
み
ま
し
た
。
酉
年
の
中
に
も
生
ま

れ
年
に
よ
っ
て
５
種
類
に
分
類
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
性
格
や
特
徴
が
異
な
る
よ
う
で
す
。
乙

酉
（
き
の
と
と
り
）
は
水
鶏
、
丁
酉
（
ひ
の
と
と
り
）
は
闘
鶏
、
己
酉
（
つ
ち
の
と
と
り
）

は
野
鶏
、
辛
酉
（
か
の
と
と
り
）
は
軍
鶏
、
癸
酉
（
み
ず
の
と
と
り
）
は
家
鶏
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
酉
年
の
中
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
、
特
徴
が
異
な
る
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。

　

私
は
年
女
、
癸
酉
（
み
ず
の
と
と
り
）
の
生
ま
れ
で
す
。
癸
酉
と
は
家
に
飼
わ
れ
て
い

る
鶏
を
意
味
し
、
温
厚
な
性
格
が
特
徴
の
よ
う
で
す
。
一
方
で
、
酉
年
は
負
け
ず
嫌
い
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
る
際
、
温
厚
な
だ
け
で
な
く
、
厳
し
く
接
す

る
こ
と
も
愛
情
で
あ
る
と
感

じ
ま
す
。
愛
情
を
持
っ
て
穏
や

か
に
接
し
、
伝
え
る
べ
き
と
こ

ろ
は
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ

と
を
意
識
し
な
が
ら
関
わ
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
子

ど
も
達
の
元
気
さ
に
負
け
な

い
よ
う
に
来
年
も
頑
張
り
ま

す
。少

年
指
導
員　

中
村　

綾
花

私
の
酉
は
ど
ん
な
酉
？
？

　

白
鳥
寮
に
は
小
さ
な
庭
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
植
物
が
育
ち
、
子
ど
も
達
だ
け
で
な
く

虫
や
鳥
が
遊
び
に
来
ま
す
。
数
年
前
の
節
分
に
は
鳥
が
子
ど
も
達
と
ま
い
た
大
豆
を
食
べ

に
来
て
く
れ
た
の
で
、
名
前
を
付
け
た
り
し
な
が
ら
窓
越
し
で
観
察
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
事
務
所
に
も
鳥
や
虫
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
く
る
の
で
四
季
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

　

事
務
所
か
ら
一
番
よ
く
見
え
る
木
に
子
ど
も
が
学
校
で
作
っ
た
鳥
の
巣
箱
が
か
け
て
あ

り
ま
す
。
い
つ
か
ら
置
い
て
あ
る
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
人
が
触
れ
た
も
の
に
は
な

か
な
か
鳥
は
入
ら
な
い
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
た
の
で
気
に
な
り
様
子
を
見
守
っ
て
い
ま

し
た
。
あ
る
日
、
そ
の
巣
箱
の
中
で
鳥
た
ち
が
身
体
を
休
め
、
ま
た
空
へ
飛
び
立
っ
て
い

く
姿
を
見
ま
し
た
。
何
年
か
過
ご
し
て
い
た
中
で
初
め
て
み
た
光
景
で
し
た
。
そ
の
姿
は
、

利
用
者
と
私
た
ち
職
員
の
関
わ
り
に
も
少
し
似
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。
そ

の
巣
箱
の
よ
う
に
白
鳥
寮
で
、
す

こ
し
ゆ
っ
た
り
と
親
子
で
過
ご
せ

る
時
間
を
持
ち
、
退
所
後
は
、
地

域
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
に

私
た
ち
職
員
が
巣
箱
の
よ
う
に
羽

根
を
休
め
ら
れ
る
場
所
や
存
在
に

な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

母
子
支
援
員
（
社
会
福
祉
士
）　

白
井　

厚
子



季刊しんあい100 号（平成28年 12 月 20 日発行）

13 12

連 雀

岩本町

　

２
０
１
６
年
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。
申
年
も
終
わ
り
、
来
年
は
酉
年
で
す
。

さ
て
「
ト
リ
」
と
い
え
ば
、「
鶴
は
千
年
、
亀
は
万
年
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
に
も
あ
る
よ

う
に
ト
リ
の
な
か
で
も
鶴
は
長
生
き
の
象
徴
で
縁
起
の
良
い
い
い
も
の
で
す
。
泉
苑
で
は
、

敬
老
の
日
に
お
祝
い
膳
を
前
に
私
た
ち
食
事
係
か
ら
も
そ
の
よ
う
な
話
を
し
ま
し
た
。

　

お
祝
い
の
言
葉
と
共
に
お
膳
の
ふ
た
を
開
け
る
と
、
ご
利
用
者
は
「
す
ご
い
わ
ね
」
と

感
心
し
て
く
れ
て
、「
私
は
長
生
き
な
の
よ
」
と
胸
を
張
っ
て
言
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

手
作
り
の
お
や
つ
を
提
供
し
た
際
に
は「
甘
い
も
の
大
好
き
な
の
よ
。
元
気
が
で
る
わ
。」

と
と
て
も
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
い
し
い
も
の
、
好
き
な
も
の
を

食
べ
る
こ
と
は
ご
利
用
者
の
長
寿
に

貢
献
で
き
て
い
る
と
感
じ
、
こ
れ
か

ら
も
食
べ
る
こ
と
を
楽
し
み
の
ひ
と

つ
と
し
て
長
生
き
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

十
二
支
の
酉
の
意
味
の
中
に
は

「
と
り
こ
む
」
と
い
う
意
味
も
あ
り
、

良
い
も
の
を
取
り
入
れ
る
縁
起
の
良

い
年
で
す
。

私　

自
身
は
気
持
ち
の
良
い
挨
拶
を

す
る
こ
と
で
自
分
も
周
り
も
笑
顔
を

ト
リ
入
れ
ら
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い

ま
す
。
ご
利
用
者
も
職
員
も
来
年
は

笑
顔
の
多
い
一
年
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
栄
養
士
）　

飯
井
琴
美

長
生
き

泉　苑

　

府
中
の
大
国
魂
神
社
で
は
、
毎
年
11
月
に

な
る
と
酉
の
市
が
開
か
れ
ま
す
。
大
国
魂
神

社
は
一
一
一
年
に
創
設
さ
れ
た
と
い
う
由

緒
の
あ
る
武
蔵
の
総
本
社
で
す
。
私
の
愛
読

書
、
司
馬
遼
太
郎
著
「
燃
え
よ
。
剣
」
に
も

土
方
歳
三
が
大
国
魂
神
社
を
訪
れ
た
記
述

が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
の
酉
の
日
は
11
日
、
23
日
の
両
日
の

二
の
酉
ま
で
で
し
た
。
三
の
酉
ま
で
あ
る
年

は
火
事
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
少

し
安
心
し
ま
し
た
。

　

境
内
で
は
縁
起
物
の
熊
手
を
売
る
店
が

立
ち
並
び
、
威
勢
の
い
い
手
締
め
の
声
が
響

き
、
子
ど
も
も
喜
ぶ
綿
菓
子
な
ど
の
露
店
が

出
て
賑
わ
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
酉
の
市
は
あ
ま
り
馴
染
み
が
な

く
、
テ
レ
ビ
で
浅
草
な
ど
が
風
物
詩
で
紹
介

さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
程
度
だ
っ
た
の
で
す
が
、
私
の
担
当
す
る
ご
利
用
者
や
そ
の
ご
家

族
な
ど
が
「
今
年
は
二
の
酉
ま
で
だ
な
。」
な
ど
話
し
て
い
る
の
を
聞
く
と
生
活
に
根
付

い
て
い
る
行
事
と
い
う
こ
と
が
実
感
で
き
ま
す
。

　

府
中
市
は
甲
州
街
道
筋
の
町
で
あ
り
、
商
売
を
す
る
人
も
多
い
こ
と
か
ら
高
価
な
熊
手

も
良
く
売
れ
る
よ
う
で
す
。
ご
利
用
者
が
、「
家
が
商
売
を
や
っ
て
い
た
か
ら
、
毎
年
、

親
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
よ
。
こ
の
時
期
は
も
う
寒
か
っ
た
事
を
覚
え
て
い
る
よ
。

昔
は
今
と
違
っ
て
楽
し
み
が
少
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
れ
は
楽
し
み
に
し
た
も
の
だ
よ
。」

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
縁
起
物
の
熊
手
は
高
価
で
私
に
は
と
て
も
手
が
出
な
い
の

で
、
寒
い
中
、
缶
ビ
ー
ル
を
片
手
に
焼
き
ト
リ
で
も
頬
張
り
な
が
ら
、
往
時
の
英
雄
に
思

い
を
馳
せ
ま
し
た
。

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
（
介
護
支
援
専
門
員
）　

江
國　

岳

お
酉
様

あさひ苑

　

今
年
も
気
が
付
け
ば
カ
レ
ン
ダ
ー
も
残
り
１
枚
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

来
年
の
話
し
を
す
る
に
は
少
し
早
い
気
も
し
ま
す
が
、
先
日
ご
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
活

動
で
体
操
を
行
っ
て
い
た
際
、
体
操
の
合
間
に
「
も
う
11
月
も
半
ば
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

い
た
ね
」
と
話
す
と
「
も
う
そ
ん
な
時
期
に
な
っ
た
の
？
」「
時
間
が
経
つ
の
は
早
い
ね
」

と
、
皆
さ
ん
揃
っ
て
驚
ろ
か
れ
ま
し
た
。

　
「
来
年
は
酉
年
に
な
り
ま
す
が
、
千
代
田
区
で
鳥
に
ま
つ
わ
る
話
し
は
あ
り
ま
す
か
？
」

し
ば
ら
く
沈
黙
の
あ
と
、
Ａ
さ
ん
が
「
靖
国
神
社
に
鳥
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
」
私
が
少
し
考

え
て
い
る
と
「
飛
ぶ
鳥
じ
ゃ
な
く
て
鳥
居
の
こ
と
よ
」
思
わ
ず
「
あ
ー
な
る
ほ
ど
！
入
口

に
大
き
い
鳥
居
が
あ
り
ま
す
ね
、
お
上
手
で
す
！
」
と
拍
手
！

　

連
雀
で
は
千
代
田
区
で
長
年
暮
ら
し
て
い
た
方
が
多
く
入
居
さ
れ
て
お
り
、
千
代
田
区

に
ま
つ
わ
る
お
話
し
を
し
て
い
る
と
靖

国
神
社
の
話
題
も
よ
く
出
て
き
ま
す
。

　

靖
国
神
社
は
戦
没
者
を
祀
っ
て
い
る

の
で
、
特
に
男
性
の
ご
利
用
者
は
戦
争

を
経
験
さ
れ
た
方
も
多
く
想
い
は
人
一

倍
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
Ａ
さ
ん
と
は
お
正
月
の

話
題
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

か
ん
だ
連
雀

（
介
護
福
祉
士
）　

木
村　

隆
秀

千
代
田
区
の
鳥
？

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
い
わ
も
と
で
は
週
に
２
回
、
お
昼
ご
は
ん
の
献
立
を
た
て
る
と
こ
ろ

か
ら
作
っ
て
食
べ
る
と
こ
ろ
ま
で
、
入
居
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
行
い
ま
す
。

　

お
料
理
の
本
を
見
な
が
ら
「
な
に
に
し
よ
う
か
？
」「
な
に
が
食
べ
た
い
？
」「
全
部
お

い
し
そ
う
だ
か
ら
迷
っ
ち
ゃ
う
わ
」
と
話
が
弾
み
ま
す
。

　

寒
く
な
っ
て
き
た
か
ら
温
か
い
も
の
が
い
い
で
す
ね
、
と
職
員
が
提
案
す
る
と
、
お
で

ん
、
鍋
、
う
ど
ん
な
ど
な
ど
こ
れ
ま
た
候
補
が
た
く
さ
ん
！

　

皆
さ
ん
で
意
見
を
出
し
合
っ
た
結
果
、
メ
ニ
ュ
ー
は
シ
チ
ュ
ー
に
決
定
。

今
度
は
具
に
な
に
を
い
れ
る
か
？
話
し
合
い
が
進
み
ま
す
。

　
　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
に
に
ん
じ
ん
、
じ
ゃ
が
い
も
、
た
ま
ね
ぎ
、
そ
し
て
ト
リ
肉
。

た
く
さ
ん
の
具
材
を
切
っ
た
り
炒
め
た
り
、
職
員
と
入
居
者
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
シ
チ

ュ
ー
を
作
り
ま
す
。

　

そ
う
し
て
完
成
さ
せ
た
シ
チ
ュ
ー
は
彩

も
良
く
と
っ
て
も
お
い
し
そ
う
。

　
「
お
い
し
い
！
」「
身
体
が
あ
っ
た
ま
る

ね
」

　

み
ん
な
で
協
力
し
て
出
来
上
が
っ
た
シ

チ
ュ
ー
は
皆
さ
ん
に
も
大
好
評
。
よ
か
っ

た
よ
か
っ
た
。

　

寒
さ
に
負
け
ず
た
く
さ
ん
ご
飯
を
食
べ
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
い
わ
も
と
の
み
な
さ
ん

は
今
日
も
と
て
も
元
気
で
す
！

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

（
介
護
福
祉
士
）　

橋
本　

友
里
子

ト
リ
肉
い
っ
ぱ
い
入
っ

て
ま
す
！

ご利用者の作品　はり絵です



　

秋
の
バ
イ
ク
ツ
ー
リ
ン
グ
に
行

き
ま
し
た
。
山
深
い
と
こ
ろ
で
は

紅
葉
し
て
お
り
、
秋
を
実
感
で
き

ま
し
た
。

（
泉
苑　

岩
渕
研
哉
）

　

家
族
で
栗
ひ
ろ
い
と
さ
つ
ま
芋

掘
り
を
し
て
き
ま
し
た
！
虫
が
苦

手
な
私
は
一
人
大
騒
ぎ
で
し
た

が
・
・
子
ど
も
は
収
穫
の
秋
を
存

分
に
楽
し
ん
だ
よ
う
で
す
。

（
た
っ
ち　

星
野
幸
子
）

　

い
ろ
い
ろ
な
秋
が
あ
り
ま
す
が

私
は
や
っ
ぱ
り
食
欲
の
秋
が
一
番

で
す
。
お
い
し
い
食
べ
物
に
つ
い

つ
い
目
が
行
っ
て
し
ま
う
こ
の
頃

で
す
。�

（
泉
苑　

青
木
美
沙
子
）

　

自
転
車
で
さ
わ
や
か
な
風
を
感

じ
な
が
ら
、
紅
葉
を
楽
し
ん
で
き

ま
し
た
。

（
か
ん
だ
連
雀　

粟
沢
尚
広
）

　

今
年
度
、
介
護
支
援
専
門
員
を

初
め
て
受
験
し
ま
し
た
。
合
格
を

祈
っ
て
お
り
ま
す
。

（
あ
さ
ひ
苑　

永
井
厚
輔
）

　

先
月
秋
の
運
動
会
が
終
わ
っ
た

と
思
っ
た
ら
、
今
月
は
学
芸
会
と

子
供
の
行
事
満
載
の
季
節
で
す
。

（
あ
さ
ひ
苑　

西
毅
）

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
皆
様
と
秋

の
お
出
か
け
に
行
き
ま
し
た
。
皆

さ
ん
楽
し
ん
で
下
さ
り
な
に
よ
り

で
し
た
。

（
岩
本　

木
村
優
佳
）

あ
っ
と
い
う
間
に
日
々
が
過
ぎ
秋

を
迎
え
た
か
と
思
う
と
、
も
う
冬
。

寒
さ
に
負
け
ず
頑
張
り
ま
す
。

（
き
ず
な　

今
野
晴
香
）

　

掃
い
て
も
、
掃
い
て
も
落
ち
て

く
る
葉
っ
ぱ
と
掃
い
て
も
、
掃
い

て
も
散
ら
し
て
い
く
子
ど
も
達
…

日
々
深
ま
る
秋
を
感
じ
て
い
ま
す
。

（
し
ら
と
り　

山
中
有
佳
）

　

年
4
回
発
行
す
る
と
二
〇
四
一

年
に
200
号
。
そ
の
時
も
社
会
福
祉

法
人
の
根
本
「
地
域
の
た
め
に
、

地
域
と
と
も
に
」
は
変
わ
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

（
事
務
局　

青
木
志
乃
）

　

し
ん
あ
い
100
号
と
法
人
創
設
70

周
年
記
念
を
企
画
し
ま
し
た
。
い

か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
101
号

の
準
備
を
始
め
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
お
楽
し
み
に
！

（
編
集
長　

上
野
廣
美
）

会
田
久
枝　

赤
林
好
子　

青
野
ま
り　

明
石
み
の
り　

朝
倉
啓

子　

網
代
恵
美　

荒
井
迪
子　

荒
波
智
子　

有
本
陽
子　

飯
田

志
子　

飯
塚
喜
亥
子　

囲
碁
を
楽
し
む
会　

石
井
久
子　

石
井

宏　

石
坂
勝
世　

石
坂
ト
メ
ヨ　

伊
集
院
摂
津
子　

市
川
ア
イ

子　

市
川
知
子　

市
川
も
も
ね　

一
歩
の
会　

井
出
直
子　

井

上
智
美　

岩
崎
敏
信　

岩
崎
順　

岩
渕　

杏
奈　

植
松
八
千
代

　

魚
川
桂
子　

内
保
三
重
子　

内
堀
美
喜　

梅
林
治
代　

梅
原

薫　

梅
原
光
洋　

卜
部
和
子　

上
床
晃
代　

榎
本
成
子　

遠
藤

伊
代　

遠
藤
み
つ
よ　

遠
藤
陽
子　

大
倉
弘
子　

大
島
庸
子　

太
田
久
美
子　

大
野
文
子　

大
類
浩
平　

岡
田
基
子　

岡
野
洋

子　

小
川
健
治　

小
川
日
遥
美　

荻
野
和
子　

奥
山
亜
子　

奥

山
チ
ヤ
子　

小
倉
富
子　

オ
コ
サ
の
会　

尾
崎
節
子　

尾
崎
紘

之　

尾
崎
靖
宣　

尾
崎
ヨ
シ
子　

音
楽
園　

お
は
な
し
夢
く
ら

ぶ　

Ｏ
ｈ
ａ
ｎ
ａ
Ｈ
ｕ
ｌ
ａ
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ　

折
田
浩
一　

海
江
田

紀
久
子　

笠
間
豊
子　

鹿
島
キ
チ　

鹿
島
千
重
子　

絈
野
美
千

代　

片
桐
キ
ミ
子　

片
山
貴
美
子　

カ
ッ
ト
サ
ロ
ン
ア
ベ　

加

藤
栄
子　

加
藤
静　

加
藤
規
子　

加
藤
芙
美
子　

加
藤
洋
子　

金
指
真
美　

金
子
武
仁　

上
沢
美
和
子　

神
山
し
げ
子　

亀
岡

紀
知
信　

川
崎
雅
人　

河
田
千
世　

川
村
智
子　

神
崎
佐
和
子

　

菊
地
裕
子　

き
ず
な
の
手
・
江
戸
川　

北
島
章
雄　

北
島
美

恵
子　

木
谷
教
子　

木
森
哲　

清
田
敏
子　

具
嶋
郁
子　

草
野

美
鈴　

國
定
毅　

久
保
田
摩
耶
子　

蔵
内
睦
子　

栗
原
宏
子　

弦
間
ま
さ　

小
石
暁
子　

小
出
晨
一　

小
出
由
美
子　

小
岩
井

雅
人　

石
澤
圭
子　

小
崎
慶
子　

小
島
ユ
ミ
子　

小
島
百
合
子

　

小
菅
よ
し
江　

五
島
優
花　

後
藤
祐
輝　

小
林
幸
代　

小
林

千
波　

小
林
照
子　

小
林
真
弓　

小
林
道
子　

小
林
美
代
子　

小
林
わ
か
子　

駒
ヶ
嶺
秦
秀　

是
永
美
代
子　

今
野
幸
子　

斎

藤
孝
子　

斉
藤
智
恵
子　

斎
藤
千
枝
子　

齋
藤
則
子　

酒
井
和

子　

坂
井
香
奈
絵　

坂
本
越
子　

坂
本
尚
子　

佐
久
間
桂
子　

佐
治
美
枝
子　

佐
藤
イ
ソ　

佐
藤
公
子　

佐
藤
妙
子　

佐
藤
な

か
子　

佐
藤
初
江　

佐
藤
秀
和　

佐
野
田
鶴
子　

椎
名
君
代　

塩
澤
佳
津
子　

重
田
文
子　

設
楽
文
子　

品
田
啓
子　

芝
辻
義

治　

島
田
た
ず　

清
水
文
枝　

清
水
光
子　

志
村
誠　

下
江
美

鈴　

下
宏
子　

白
石
淑
子　

進
藤
サ
エ
子　

新
村
信
子　

末
次

真
梨
子　

杉
本
節
子　

杉
山
恵
子　

鈴
木
暉
子　

鈴
木
美
樹　

鈴
木
好
枝　

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー　

瀬
戸
貞
子　

浅
間

の
森
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
集
い　

高
井
汪
子　

高
橋
恭
子　

高
橋
チ

ヨ
子　

瀧
澤
千
登
勢　

竹
内
由
美
子　

武
野
純
子　

竹
松
ふ
く

　

田
島
み
よ　

田
中
久
美
子　

田
部
美
智
子　

玉
木
由
美
子　

多
摩
ス
マ
イ
ル
吹
奏
楽
団　

田
村
知
江
子　

丹
野
由
紀
子　

千

葉
よ
し　

ち
よ
だ
絵
本
の
会　

ち
よ
だ
日
本
語
カ
フ
ェ
ｓ
ｗ
ａ

ｎ　

土
屋
と
き
枝　

堤
明　

椿
原
量
子　

寺
田
京
子　

寺
町
律

子　

東
郷
實
枝
子　

遠
山
憲
子　

戸
島
正
子　

栃
谷
さ
き　

富

田
秀
子　

富
田
文
子　

永
井
文
子　

中
垣
春
代　

中
込
八
重
子

　

長
島
広
美　

中
野
渡
と
み
子　

中
村
清
美　

中
村
フ
サ
子　

中
村
美
佐
江　

中
村
靖
子　

中
村
恭
俊　

中
村
理
香
子　

中
山

寿
美　

波
瓦
瑠
奈　

二
胡
と
ゆ
か
い
な
仲
間
た
ち　

西
久
保
長

子　

西
村
珠
美　

西
山
京
子　

二
宮
澄
子　

野
坂
昭
弘　

野
坂

昱
代　

埜
崎
聖
子　

能
登
す
み
子　

橋
幸
子　

橋
場
昭　

林
比

典
子　

早
矢
仕
房
男　

原
田
君
枝　

原
田
圀
彦　

原
田
康
子　

原
俊
江　

東
山
順
子　

樋
口
淳
子　

樋
口
よ
し
子　

肥
後
住
江

　

平
泉
順
子　

平
岡
美
津
子　

平
沢
和
代　

平
澤
み
ど
り　

広

木
き
く
江　

深
堀
紀
美
子　

深
谷
陽
真
梨　

福
田
佐
代
子　

福

田
ト
ミ
エ　

藤
田
京
子　

藤
田
真
由　

船
岡
栄
子　

舟
見
三
佐

子　

プ
リ
モ
・
ピ
ア
ッ
ト　

ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
浅
間　

保
坂
良

子　

星
野
若
佐　

細
木
南
美　

堀
田
武
三
郎　

堀
江
深
雪　

孫

田
一
昭　

政
所
優
季　

町
田
知
行　

松
沢
信
子　

松
下
朗　

松

下
健　

松
田
恵
子　

松
野
ア
イ　

松
実
宏
枝　

松
本
紀
子　

丸

田
の
ぶ
子　

三
坂
和
子　

水
谷
百
合
子　

水
野
洋
子　

三
輪
孝

子　

壬
生
み
つ
子　

宮
崎
清
子　

宮
崎
美
佐
恵　

宮
下
美
智
子

　

明
神
淑
恵　

村
井
福
子　

明
治
安
田
生
命　

本
野
幸
子　

桃

井
朝
子　

百
瀬
洋
子　

森
脇
敦
子　

八
重
の
会　

谷
貝
祥
子　

矢
崎
英
子　

柳
澤
明
香　

山
崎
キ
ヌ
子　

山
崎　

奈
津
美　

山

田
一
丸　

山
田
佳
津
江　

山
田
ケ
イ
子　

山
田
順
子　

山
田
瑠

奈　

山
野
栄
治　

山
本
峯
子　

山
本　

ゆ
り
こ　

鑓
溝
千
寿
子

　

ゆ
う
か
フ
ァ
ミ
リ
ー　

ユ
ー
ロ
ク
リ
ア
・
バ
ン
ク　

弓
田
望

森　

横
尾
美
知
子　

吉
岡
秋
夫　

吉
竹
佐
紀　

吉
田
恒
雄　

吉

田
陸
子　

米
山
秀
子　

る
り
ま
つ
り
の
会　

朗
読
赤
十
字
奉
仕

団　

脇
山
令
子　

和
田
風
雄　

渡
辺
勇　

渡
辺
一
恵　

渡
辺
勝

征　

渡
辺
キ
ク　

渡
邊
恵
子　

渡
辺
久
代　

渡
邉
弘
子　

渡
辺

浩
美　

渡
邉
房
子　

渡
辺
守

（
２
０
１
６
年
７
月
～
２
０
１
６
年
10
月
）

あ
か
し
や
会　

有
限
会
社
秋
山
酒
店　

浅
野
貞
子　

大
沢
良
三　

大
塚
元
子　

K
C
J
G
R
O
U
P
株
式
会
社
キ
ッ
ザ
ニ
ア
東
京　

栗
林
正
昭　

栗
原
宏
子　

健
康
麻
雀
の
集
い
「
無
垢
の
会
」　

高
齢
者
ク
ラ
ブ
若
松
絆
の
会　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
あ
き
る
野　

小
島
ユ
ミ
子　

小
山
努　

佐
々
間
廣
太
郎　

Ｃ
Ｉ
テ
ク
ノ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ　

塩
澤
佳
津
子　

株
式
会
社
J
I
M
O
S　

株
式
会

社
三
晃　

須
藤
光
忠　

セ
カ
ン
ド
ハ
ー
ベ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン　

浅
間
町
二
丁
目
自
治
会　

浅
間
町
婦
人
会　

高
砂
会　

田
辺
十
二
子　

津
田
順
子　

寺
西
健
次　

東
京
都
食
肉
衛
生
同
業
組
合　

東
京
原
宿
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　

株
式
会
社
陶
和　

永
井
よ
し
子　

日
本

レ
コ
ー
ド
協
会　

廣
池
利
邦　

馬
淵
敏
子　

三
井
物
産
株
式
会
社　

緑
町
一
丁
目
自
治
会　

緑
町
三
丁
目
自
治
会　

宮
崎
永
子　

睦

会　

横
山
龍
男　

老
人
ク
ラ
ブ
東
桜
会

（
２
０
１
６
年
７
月
～
２
０
１
６
年
10
月
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

御
寄
贈
・
御
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

ニ
ュ
ー
ス
ミ
ニ

ミ
ニ

　

今
年
度
、
バ
ン
ク
オ
ブ
ア
メ
リ
カ
・

メ
ル
リ
ン
チ
助
成
金
に
よ
っ
て
、
子
ど

も
と
親
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
育
成

事
業
「
こ
と
ば
キ
ャ
ン
プ
」
が
き
ず
な

と
し
ら
と
り
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。（
実

施
者
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｊ
Ａ
Ｍ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）「
こ
と
ば
キ
ャ
ン
プ
」
は
、

聞
く
チ
カ
ラ
・
話
す
チ
カ
ラ
の
基
礎
と

な
る
「
７
つ
の
チ
カ
ラ
」
を
、
身
に
付

け
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
日
常
生
活
で
実
践
す
る
こ

と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育

て
、
子
ど
も
の
自
立
を
促
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
す
で
に
子
ど
も
向
け
の
キ
ャ

ン
プ
、
親
向
け
の
キ
ャ
ン
プ
、
親
子
向

け
の
キ
ャ
ン
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ど
の
親
子
も
笑
顔
で
参
加
し
、
楽
し
み

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
度
胸

力
・
理
解
力
・
語
彙
力
・
プ
レ
ゼ
ン

力
・
論
理
力
・
応
答
力
・
説
得
力
を
主

に
、
多
く
の
生
き
る
チ
カ
ラ
を
育
て
る

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
と
し
、
今
後
社
会
生

活
を
営
む
こ
と
が
出
来
れ
ば
う
れ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
き
ず
な　

宮
城　

晋
）

　

こ
と
ば
キ
ャ
ン
プ
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古紙配合率100％再生紙を使用しています

介護に関するご相談は

無料ダイヤルで！

季刊しんあい100 号

・泉苑
老後支援 24 時 間

・あさひ苑
福祉にっこり24時間


